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され，同大学院博士課程の単位を 1971年（昭和 46年）に取得された後，同年 4月から青森大学経営学部専
任講師として赴任されました。そして，1977年（昭和 52年）4月から専修大学商学部専任講師として，母













た。1981年（昭和 56年）4月に助教授，そして 1990年（平成 2年）4月から教授に昇格されました。役職
として学生部委員，就職指導委員会委員および入学試験委員会委員等を務められたほか，会計学研究所長や
松原成美先生が学部長をされた際には，カリキュラム委員長としての手腕を発揮されました。
奥村輝夫先生は，原価計算論の研究がご専門で，特にドイツの原価理論にかかわる研究を中心に取り組ま
れました。また教育関連分野で多くの著作・論文も著されました。学会活動に関連して，日本簿記学会で
は，「工業簿記に関する勘定科目の研究」の主要メンバーとしてかかわりをもたれました。さらに先生のゼ
ミナールからは，公認会計士や税理士といった職業会計人が多く巣立ちました。本年度も先生のゼミに在籍
する 4年次生が公認会計士試験に見事合格いたしました。
私事ながら，小生は，専修大学商学部助手として奉職したての頃，会計学研究所の書庫で右往左往して心
細くしていた時に，奥村先生がお声をかけて励ましてくださったことをよく覚えております。
2014年（平成 26年）3月をもって定年退職をされる 3先生は，ちょうど専修大学商学部が産声を上げた
1965年（昭和 40年）頃に大学生時代を過ごされて，その後は商学部と共に歩んでこられました。いわば，
先生方は商学部のほとんどすべてをご存じというわけであります。是非，この後も引き続き商学部を見守り
続けていただき，われわれに必要な叱咤激励をお願い申し上げます。
　2014年 1月吉日
商学部長　佐々木　重人
